
 

              愛知県の取組状況 

 

１ イベントの実施（平成 26年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ その他沿線施設における取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  ◎ 上記イベント・施設等の一体的な広報を行うため、沿線施設を紹介する「リニモ沿線マップ」や沿

線で開催されるイベント等を紹介する「リニモ沿線イベントガイド」を作成し情報提供を行っている。 

愛知県資料 

①リニモ沿線ウォーキング（※沿線市共同事業） 【通年（5～6月、10～11月、2～3月）】 事業中 

・沿線地域の自然や名所、観光施設等の魅力に触れてもらうリニモ沿線ウォーキングを13回開催。 

②わくわく体験リニモツアーズ2014（※沿線市共同事業） 【夏休み期間の特定日】 事業中 

・夏休み期間中、沿線施設において小学生を対象とした体験講座等を用意し、社会学習等の機会を提供。 

③夏休みリニモ親子教室【夏休み期間の特定日】 実施済 

・夏休み期間中、親子向けに、リニモ体験乗車と愛・地球博記念公園を会場とした工作教室等を実施。 

④ぽぷかるパーティ 【11 月 1 日(土)、2 日(日)】 

・ポップカルチャーをテーマとしたイベントを愛・地球博記念公園で開催し、地域の賑わい創出を図る。 

⑤リニモ沿線ミュージアムウィーク 【１０月～１１月頃】 

・沿線地域の 7つの文化施設が共同して、地域の文化を掘り起こし繋げる多彩なイベントを開催。 

⑥リニモ開業１０周年記念事業 【２月～３月頃】 

・記念式典等のイベントを開催  

①「愛・地球博記念公園」【H25 年度利用者数：1,567,300 人 ※H20 年度：1,210,600 人】 

 ・ 愛知万博理念継承事業として、自主イベント「モリコロパーク秋まつり・春まつり」を開催する

ほか、各種持ち込みイベントの開催支援を実施。リニモ利用による来園の呼びかけ。 

②「愛知県陶磁美術館」【H25 年度利用者数：109,003 人 ※H20 年度：77,000 人】  

・ 常設展や年間５本の企画展・特別企画展の開催や作陶体験施設「陶芸館」の運営を始め、毎月第

3 日曜日の「ふれあい陶芸体験日」等のイベントを開催。 

※ リニモ一日乗車券の持参により、企画展・特別企画展観覧料金が 2割引となる。 

③「あいち産業科学技術総合センター」【H25 年度見学者数：6,944 人 ※H26.06 までの累計：19,941 人】  

・ 各種講演会、科学技術教室、一般見学会などを開催。 

④「愛知県児童総合センター（愛・地球博記念公園内）」【H25 年度利用者数：398,524 人 ※H20 年度：406,949 人】 

・ リニモの歴史や仕組みを学べるリニモコーナーを常設設置。 

⑤「愛知県農業総合試験場」 

 ・ 研究成果を県民の皆様に紹介する「農業総合試験場公開デー」を開催（10月 25 日予定）。 

⑥「あいち海上の森センター」【H25 年度利用者数：115,382 人 ※H20 年度：142,040 人】  

 ・ 県民参加の各種体験事業の開催（※H26 年度：8 回）。 

⑦「愛知県立大学・愛知県立芸術大学」 

・ 自動車通学の基準厳格化、学生へのリニモ利用を促すパンフレット配布など、啓発活動を実施。

警察官採用試験など県関連試験会場としても積極活用。 



 

 

 

３ ハード面の取り組み 

（１）知の拠点あいち 

ア 事業及び施設の概要 

 ・ 付加価値の高いモノづくり技術を支援するため、最先端の研究開発環境を備えた拠

点を整備。モノづくりのイノベーションの基盤となるナノテクノロジーを核に、IT、

バイオも融合した研究プロジェクトを展開し、革新的な製造システム、付加価値の高

い製品・素材につながる技術の創造を目指す。 
 

 イ 既整備施設 

①あいち産業科学技術総合センター 

【供用開始：平成 24 年 2 月 14 日（火）、運営：愛知県】 

・ 大学の研究シーズを企業の事業化につなげ 

る産・学・行政の共同研究プロジェクトを実 

施。 

・ 技術相談や、高度かつ汎用的な計測分析機 

器を用いた依頼試験、試作品の作製・評価な 

どにより、企業の新技術・新製品開発への取 

組を支援。 

 

②あいちシンクロトロン光センター 

【供用開始：平成 25 年 3 月 22 日（金）、運営：(公財)科学技術交流財団】 

・ 分子や原子レベルで物質の組成等を解析できる最先端の計測分析施設。産業利用を 

主目的にした地域共同利用施設として、(公財)科学技術交流財団が整備・運営。 

 

 

（２）愛・地球博記念公園 

ア 事業及び施設の概要 

・ 愛知万博の長久手会場として活用された「愛・地球博記念公園」を、博覧会の理念

と成果を継承する 21世紀にふさわしい都市公園として整備する。 
 

 イ 既整備施設≪平成24.25年度≫ 

・ ≪平成 24年度≫テニスコート(6面)、テニス兼用フットサルコート(2面)、サイク

リングコース、多目的球技場、≪平成 25年度≫あいちサトラボ「農のエリア」 

※ 全体計画面積 194.2haのうち 149.7ha（約 77％）を既供用中 
 

 ウ 今後の予定 

・ 第 32回全国都市緑化あいちフェア(H27.9～11)の開催に向けて、大芝生広場におい

て 1万人規模のコンサートが可能な野外音楽施設の整備を行う。また、歩行者専用の

ゲートとなる公園西駅口の整備を行い、リニモ公園西駅からのアクセスの向上を図る。 

資料２ 


